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第2回関ブロ代表者会議（長野県）への参加

従
業
員
向
け
講
習
会
を
開
催

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

関
東
甲
信
越
静
地
区
印
刷
協
議
会『
年
次
大
会
』

10
年
ぶ
り
の
山
梨
県
開
催
に

向
け
て
、着
々
と
準
備
が
進
む
!

山梨県一般廃棄物協会

山梨県印刷工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
印
刷
工
業
組
合

（
佐
野
龍
一
理
事
長
）は
、本

年
7
月
5
日
、6
日
に
本
県

で
開
催
さ
れ
る
「
関
東
甲
信

越
静
地
区
印
刷
協
議
会『
第

61
回
年
次
大
会
』」
に
向
け

て
、着
々
と
準
備
を
進
め
て

い
る
。こ
の
年
次
大
会
は
、当

協
議
会
を
構
成
す
る
関
東
甲

信
越
静
10
県
の
各
印
刷
工
業

組
合
が
一
堂
に
会
し
開
催
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、本
県
で

は
10
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。

年
次
大
会
で
は
、各
県
の
理
事
長
で
組
織
さ
れ
る
「
理
事
長
会
」

や
、当
業
界
の
各
分
野（
経
営
革
新
・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、環
境
・
労

務
、組
織
活
性
、教
育
・
研
修
、C
S
R
推
進
、官
公
需
対
策
）の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
「
分
科
会
」
に
分
か
れ
、各
県

の
現
状
や
課
題
、今
後
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
。そ
の
後
、

「
全
体
会
議
」
に
て
理
事
長
会
及
び
分
科
会
に
て
取
り
ま
と
め
た

内
容
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、現
状
や
課
題
等
に
つ

い
て
の
共
通
認
識
を
持
ち
、組
織
力
を
活
か
し
て
国
や
各
関
係
団

体
に
対
し
、経
営
環
境
の
改
善
等
を
訴
え
て
い
く
。

　本
組
合
で
は
今
回
の
年
次
大
会
に
向
け
、一
昨
年
の
秋
頃
よ
り

準
備
を
行
っ
て
い
る
。組
合
内
に
関
ブ
ロ
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、執
行
部
と
と
も
に
打
合
せ
を
進
め
、原
案
の
取
り
ま
と
め
、大

会
準
備
・
運
営
の
役
割
分
担
、案
内
資
料
の
作
成
、大
会
会
場
の
視

察
等
を
行
っ
て
い
る
。

　本
組
合
の
佐
野
理
事
長
は
、「
今
回
の
年
次
大
会
の
テ
ー
マ
を

『
富
士
の
国
山
梨
で
、確
認
し
よ
う
印
刷
の
底
力
。』と
し
た
。業
態

変
革
が
進
む
中
、あ
ら
た
め

て
印
刷
の
魅
力
を
再
確
認

し
、こ
の
山
梨
の
地
で
の
大

会
が
、当
業
界
の
更
な
る
発

展
の
源
と
な
る
よ
う
な
も

の
と
し
た
い
。ま
た
、10
年

ぶ
り
に
こ
の
山
梨
で
大
会

が
行
わ
れ
、県
外
か
ら
多
く

の
出
席
者
が
み
え
ら
れ
る

た
め
、心
を
込
め
た
お
も
て

な
し
を
行
い
、本
組
合
の
団

結
力
を
各
県
の
方
々
に
伝

え
た
い
。」
と
述
べ
て
い
た
。

　一
般
社
団
法
人
山
梨
県

一
般
廃
棄
物
協
会（
会
長

＝
北
杜
市
環
境
事
業
協

同
組
合

　篠
原
充
理
事

長
）で
は
2
月
2
日
に
、会

員
事
業
者
で
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
従
業
員
を
対
象
に

講
習
会
を
開
催
し
た
。

　こ
の
講
習
会
に
は
34
名

が
参
加
し
、業
務
上
必
要

と
な
る
車
両
の
運
行
上
の

安
全
対
策
と
労
働
災
害

に
防
止
に
関
す
る
講
義
を
2
時
間
半
に
わ
た
っ
て
受
け
た
。

　「
車
両
の
運
行
管
理
上
の
安
全
対
策
」
の
講
習
で
は
、独
立
行

政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
の
石
川
智
博
先
生
が
講
師
と
な

り
、認
知
・
判
断
・
操
作
と
い
う
自
動
車
運
転
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
見

誤
り
・
思
い
込
み
・
過
信
・
疲
労
と
い
っ
た
人
間
の
起
こ
し
や
す
い

ミ
ス
か
ら
事
故
に
至
っ
た
「
真
因
」
を
探
る
こ
と
で
事
故
防
止
に

つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
」

の
講
習
で
は
、特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
加
藤
里
美
先
生
が
講
師

と
な
り
、労
働
災
害
の
現
状
と
防
止
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

特
に
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
は
、出
席
者
が
ク
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
「
K
Y（
危
険
予
知
）活
動
」
を
職
場
で
取
り
入
れ
る
た
め
の

実
習
も
行
っ
た
。

　篠
原
会
長
は
、「
近
年
、一
般
廃
棄
物
処
理
業
界
に
も
法
規
制
を

守
ら
な
い（
知
ら
な
い
）

異
業
種
事
業
者
の
参

入
が
横
行
し
て
い
る
。

協
会
と
し
て
一
般
廃
棄

物
処
理
の
作
業
実
務

に
関
す
る
講
習
を
テ
ー

マ
と
内
容
を
変
え
な
が

ら
継
続
し
て
行
う
こ
と

で
、会
員
事
業
所
の
業

務
の
効
率
化
と
従
業

員
の
資
質
向
上
を
図
り
、

一
般
廃
棄
物
処
理
業
界

の
適
正
化
を
リ
ー
ド
し

て
い
き
た
い
。
」
と

語
っ
た
。

会場視察の様子

10年前の本県での大会の様子

KY（危険予知）活動の実習発表

運行管理講習の石川先生

　1
都
10
県
の
青

年
中
央
会
で
組
織

さ
れ
る
関
東
甲
信

越
静
ブ
ロ
ッ
ク
中

小
企
業
青
年
中
央

会
は
、2
月
16
日

（
土
）、今
年
度
幹
事

県
で
あ
る
長
野
県

の
長
野
市
・
メ
ル
パ

ル
ク
長
野
に
て
平

成
24
年
度
第
2
回

代
表
者
会
議
を
開

催
し
た
。総
勢
57
名

が
出
席
し
、山
梨
県

か
ら
も
山
縣
会
長

は
じ
め
4
名
が
参

加
し
た
。

　代
表
者
会
議
で

は
、全
国
中
小
企
業
青
年
中
央
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
綱
領
と

創
立
20
周
年
の
記
念
誌
の
発
行
に
つ
い
て
関
ブ
ロ
か
ら
の
出
向

役
員
よ
り
来
年
度
に
向
け
て
の
経
過
報
告
が
さ
れ
、関
ブ
ロ
及

び
各
県
の
ス
タ
ン
ス
が
話
し
合
わ
れ
た
。ま
た
、関
ブ
ロ
事
業
に

つ
い
て
は
、千
葉
県
よ
り
栃
木
県
と
の
連
携
事
例
が
発
表
さ
れ

た
。こ
れ
は
、千
葉
県
の
青
年
中
央
会
と
栃
木
県
の
塩
原
温
泉
旅

館
協
同
組
合
青
年
部
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
特
典
付
き
の
宿
泊
プ

ラ
ン
の
提
供
と
な
っ
て
い
る
。県
域
を
越
え
た
関
ブ
ロ
の
事
業
で

の
交
流
に
お
け
る
今
後
の
展
開
と
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　会
議
後
に
行
わ
れ
た
研
修
会
の
第
1
部
で
は
、「
伝
統
産
業 

飯
田
水
引
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
、㈲
関
島
水
引
店
の

関
島
正
浩
氏
よ
り
飯
田
水
引
の
歴
史
の
講
演
と
代
表
的
な
淡
路

結
び
の
製
作
体
験
が
行
わ
れ
た
。参
加
者
は
色
と
り
ど
り
の
紐

を
使
い
、熱
心
に
楽
し
く
製
作
に
励
ん
で
い
た
。第
2
部
で
は
、

長
野
県
中
央
会
よ
り
「
長
野
県
内
の
地
場
産
業
･
伝
統
産
業
の

概
要
」
に
つ
い
て
、資
料
に
基
づ
き
発
表
が
あ
っ
た
。

　2
日
目
は
、朝
食
時
の
情
報
交
換
会
の
後
、視
察
研
修
と
し
て

戸
隠
の
そ
ば
で
あ
い
館
を
訪
れ
、そ
ば
打
ち
体
験
が
行
わ
れ
た
。

　2
日
間
の
体
験
と
長
野
県
の
産
業
P
R
を
通
じ
て
、長
野
県

を
知
る
有
意
義
な
機

会
と
な
っ
た
と
同
時
に
、

関
ブ
ロ
の
交
流
つ
い
て

は
、2
回
行
わ
れ
る
会

議
の
場
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
交
流
を
通
じ

た
事
業
を
展
開
し
て
い

こ
う
と
決
意
が
深
め
ら

れ
た
。来
年
度
の
関
東

甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
中

小
企
業
青
年
中
央
会

代
表
者
会
議
は
、栃
木

県
が
幹
事
と
な
り
開

催
さ
れ
る
。

飯田水引をテーマとした研修会
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